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を
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濟
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概
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：
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彼
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；
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又
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述
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ず
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^
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；
福

べ

.
て
の
：
者

：
の

幸

福

:1
:
取

得

す

る

が

爲

：
め

.
の
.
其

：
の

方

便

た

.
る

免

と

を

忘

却

ず

る

；
に

於

ぃ

そ

赞

學

者

等

る
.
.の
觀
が
ぁ
つ
た
。

(

s
d
.
, 

2® s
t
v

 

t. 

I, .1.827, 

avertissement sur cette seconde €dition, 

p
.

^
0
0自
由
放
壬
^
_
が
人
間

.

.

.

. 

.

. 

:
.
.
.
.
.
.
、 

•
: 

• 

.. 

.■*
 

- 

: 

• 

... 

.

.

. 

r

.
社

會

.
の
■
幸

福

を

.
增

進

せ

し

む

る

：
：

Q

事
實
を
永
ぐ
確
認

を
遂
げ
、
偉
大
なW

力
i
權

威

占
.|
:
以
0」

て
阈
民
た
支
配
し:0
、

ぁ
る
英
國
に
於
如
て.彼
办
 ̂

科
全
書』

に
寄
ぜ
た
項
目
は
愛
に
發
嵐
せ
し
め
ら
ル
て
共
の

『

新
原
理』

と
：爲
つ
た0
..
'

:

ジ，; ,

; :な 如
卞i g X

够 レ  

_

夂  n r > :
も ， 广

gloriaみ ゆ . 
$o}d o y f^.J7

し:、 ，パ >

な 念 1 

妙 1

攀

，ノ
&I

パン

魏

y
\

t > E ' L A

匕 : #

_ 拳 ， ？

g 遊 :觀 崎 辦 離 v : : %

b 十 、 V 各 • イ ノ ，く ニ ミ

| : • 解 シ へ '

湯 , : : ? ， 、 な ぎ .

_  _

喰 が ：

く
:>'リ：A:t^

4 a

_

議

產

織

馨
I

'

” ”
1:五

：：
C

 八
：：六
：：

I
V



隹
彼
黐
濟
I

題 

：！
：H

ハ

C

八
六11)

:

此
の
著
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七
編
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1

編
に
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は
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經
濟
學
ね
目
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及
び
其
の
起
源

^

第
ニ
編
に
於
い
て
は
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富
の
形
成
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び
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S

第
三
編
に
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い
て
社
、
：
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：出
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的
當
把
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第
四
編
に
於
い
て
は

「

商
業
上
の
富
に
就
い
て

」

、
散
；五
編
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。
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よ
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憲
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版
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濟
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に
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彼
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し

む

る

も

：
の

で

は

な

く

し

て

、

被

： 

征
服
奢
に
對
す
る
籠
者
の
勝
利
を
興
ふ
る
も
：の
：で
あ
.る」

ぐ
：:
: 

.

彼
れ
は
其
の.
'翌

|
:千
八
：芦
三+
七
年
並
.び
に
八
年
に
前
损

『

社
會
科
_
硏
究』

め
^

古
版
：經
；濟.#
脉
顧
；

：： 

：
tr.

べ
\

六
三.)



V 

I
奮

!

':
:
.
>:

入

.ン

.

.

:

.ぐ

r

A

:

‘ .(< 
六
.四)

WUT.l*#.ortomIe politlq

'tle，)

を
出
版
し
ー
た:0
、
彼
れ
抵
:»
の
箐
の
序
文
ー
：
に
^
;
い
^

日

ズ

：

「

^

:
て
，
爲

.
さ
‘れ

^

餘

^
.
に

频

繁

激

る

；概

括

.か

ら

生

^

- 

,
へ：：
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.

.ベ
-へ.
：
：
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'
'
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へ 
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-
.■-

ァ
'夕
-̂:

•
ス
ミ
ス
及
^
其
の
擧
徒
は
霄
を
以
つ
て
經
濟
學
の
主
題
士
看
做
し
た
-:
0

然

る

に

，
シ

ス

令 

グ
物
質
的)

肺
'̂
.は
，
' そ
が
：彼
.れ
'の
政
府
(0
事
業
'^
り
#

^
眼

.̂
疋
：於
^

Principes, 

t. J, 

1
00
1
:
9
,
. 

p
v

oo
^

、：人
間

.
:
に

終

り

、

而

し

：
て
：
福

利

其

の

：
者

の

1

^

不

宰

^

る

結

果

^

來

、
し

た

0
:
政

治

(6
學

占

^
^

益

：
を

保

證

す

可

き

：
で

あ

.

る
。
：.そ
は
甯
者
.に
對
す
る
：̂
等
し
く
貴
者
に
對̂

て
も
亦
:;
:
'
'
生

浩

わ

安

葛

、
，
快

味

及

び

：
平

靜

に

參

加

す

岑
 

せ

し

：む

可

き

肇

«

求
.む
-可
き
で
あ
る
ゃ
0
5:
於

^

--)

0へ
經
濟
學
は
仁
愛
の
理
論̂
贫
臣
龙
枭
0.
6
ぎ

5:
3
£ぉ̂

1結
局
に
於
い
.
て
：人

類

の

：
議

を

增

進

す

る

：
の

結

艰

を

有

せ

ざ

务

雜

べ

：
：
て
'

の
现
論
は
全
然
此0
學
に
屬
ぜ
ざ
る
も̂

I
I
'

l
'o
o
lへ
 

p

,>d
.
;'
n
)
4<x
>
-
.
9
:
.

)

;.
0

. 

; 

-

フ
シ
ネ
モ
.シ
デ
^

^

の̂
»
逸
學
派
0
創
始
渚
等
：が
其
の
名
を
揭
ぐ
る
こ
と
な
き
に|;ら
ず
‘
歷
史
的
硏
究
'の
麗
者
と
し
て
特
筆
せ 

ら
る
可
;%
も
の
で
あ
る
。：»
ッ
.シ■:

ャ
V
及
び
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
：シ
ド
は
杂
然
彼
れ
の
氣
を
擧
ぐ
名
こ
と

な

く

、
'
ク
一
一
ー

ス

ぱ

單

忆

彼

れ

を

以 

つ
て
一
個
の
社
會
主
雜
者
と̂
惟
1
て
ゐ
た
0 (Cf., 

- 

0
^
^
0
3
0
3
 ̂

<
0
 ̂der gesch— 

ichtlichen 

_

f
 

de, 

S
5
3
,

 

s.. 

2
2ヤ
4
:
;:̂
|
 

A
&
.
,

か
.つ
た
彼
れ
：.の
心
は
、
：
單
に
系
銃
的
に
演
釋
ょ
り
演
釋
に
と
進
み
;:
:
*
:嚴

密

な

；
る
：
數

_理
的
推
論
を
以
つ
てI

系

の

：；
抽

象

的

命

翅

を

構

成

す
 

る
0'
快
樂
の
'み
を
以
っ
，て
滿
见
す
る
こ
と
が
出
來.な
か
っ
.た
。
彼
れ
は
-夙
.
.に
其
のf

ト
ス
カ
ン
の
農
業
赂|
1

』

^

於
.ぃ
て
す
ら
其C

.

卷
頭

に
於
い
/て)

W
自
然
科
學
I

味
と
硏
究
為
歐
羅
巴：
I

い
I

活
し
始
め
森
、
：辦
哲
擧̂

を
體
系
§
.
せ
ん
委
る
め
.傾
向
が
ぁ
っ
た
P

#
れ
等
.は
經
驗
に
代
ネ

る
可
き
辔
の
時
に.於
い
て
敎
人
ん'と
し
た
.> 

:
彼

れ

等

於

道

箇

其

：の
，
英

才

0

進
路
だ
ら
し
：む
琦
く
耿
づ
た

し 

> 觀
察
し 

> 學
習
し
*
又
待
望
ず
る
^

滿

足

：
ぜ

し

：
め

ぢ

：
る

ぐ

以

前

^

於

い

：
て
：
若

于

.

の
：時
を
經
過
し
；な
け
れ
ば
；な6
な
か
っ
之
0:
然
ブ 

な

が

ら

、

經

驗

：
の
.

時
代
は
遂
に
到
來
し
た
、
：豳
驗
の
：
.み
が
'唯
ヶ
吾
人
を
啓
發
す
可
き
：こ<̂
.が『

般 

而
し
で
他
0
科 

學
に
於
け
る
と
等
し4

業
{€
跌
い
て
も
亦
'
.
:
唯

权

經

驗

：に
：
ょ
づ
へ
：
て

取

得

せ

ら

れ

：た

敎

課

裒
 

て

居

っ

た

。
.

(
T
&
e
a
u
,
.

 +0P,

翁
 

.

彼

れ

は

又

.
其

0

『

商

業

.
上
.
の

當

』

に
：
於

い

.
て

も

、
：
經

：濟

學

が

、
_
 

定
の
暖
味
を
る
公
理
か 

ら
演
釋
せ
ら
れ
た
定
理
め
數
學
的
連
系
の
上
に
も
、
亦
バ
乾
燥
な
备
'許
算
の
，上
：；に?>
-

«礎
を
有
す
^
も
の
.で
は
な
ぐ
、,人
の
齐
究
及
び 

人
々
の
¥
究
の
'上
に
遨
ぐ
も
の
で.ぁ
り
、
' 人
間
.の
本
性
>
而
し
て
又
'

_
キ
な
，る
時
代
及
が

び
生
活
が
知
悉
せ
ら
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
說.い：た
。
彼
れ
，に
從
へ
ば
、
吾
人
は
歷
史
家
に
諮
り
、
旅
行
家
に
問
は
な
け
れ
ば

な

ら

ぬ

、 

吾
人
は
吾
人
自
身I

察
し
な
け
れ
I

.
ら
ぬ
、'蕾
だ
に
諸
法
規
を
研
究
す
る
の
み
な
ら
ず
、
又
、
是
れ
等
の
：も
の
.が
如
何
に
執
行
せ 

ら
る 

>

か

を

知

ら

な

け

れ

、
ば
：
な

：
ら

ぬ

、
，
鸶

だ

；
に

輸

出

^'
_
を
調
茶
，す
；る
へ
の"み
な
ら
：ず:-
:
^
文
^

り
込
み
.
.
'
,
.

民
^
の
苦
樂
を
#l
i*
し
、
'
>ln
^'

此
§
#
に
據
つ
て
.、
.彼
れ
が
初
め
'ょ
：0
し
て
！̂

學

を

以

つ

て

統

.
治

の

學
 

の
^
部
：と

蠢

し

、.政
府
が
其
の
威
理
を
甯
じ
た
な
ら'ば
、
萬
人
悉
ぐ
更
ト
に
大
な
る
程
糜
の
安
樂5:
享
有
ず
可
ぎ
>̂
:
の
と
觀
て
吾 

つ
た
こ
と
を
知
る 

A
Ji1
;
が

出

來

；

：る
？
： (

s

d
--
;
p
‘

「

H.
-
:
?
d
i

.̂
:
す
 

.
V
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版
純
濟
攀
解
'
題

r

l

o
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八

2

ハ
ン 

.
•■
■
シ
ス
•

ン
：
デ

，
ィ

は

.社

會

的

制

/#
:
:
及

び

：
政

治

的

：組

織

'
が

經

濟

的

繁

榮

の

上

^

て
明
確
に
認
め
た
：
P
彼
れ
を
以 

づ
て
觀
れ
ぼ
、
英
國̂

於
け
る
穀
法
^
完
金
な
吝
廢
^

が
：果

レ

で

如

何

な

る

#

艰

を

、
生

：ず

^

き
が
と
^
^ ̂

土
壊
耕
作 

.
の
！

1

方
法
に
對
し
セ
ー
定
の
考
察
を
行
ふ
こ
と
な
く
じ
て
、
單
に
理
論
的
撒
理

.の
み
に
よ
：っ.

v

決
定
^
ら
.る
\
こ
と
能
は
ざ
る
も0 

あ
.
.るゃ；：

彼
れ
.は
、
英
國
.

の
：.

如
.き
借
地
*
の
國
.は
、
；波
蘭
若
し 

<
は
露
西
駔
の
如
きA

の
笞
撻
を
地
.主
把
費
さ
し
.
む

：
る
に
.
過

ぎ

ぎ

る

封

建

諸

國

の

競

#

^

堪

ふ

：
る

ご

が

'
困

難

.：

.
で

あ

&

ぅ

：と
說
い
て
み

る

。

(
N
g
v
e
a
B
,

シ
'

ス
％

ン
デ.

ィ
ほ
其
0
1新
原
理』

に
於
い
：で 

に■

疑
念
を
喚
起
じ
た
。
彼
れ'

は
其
.，の
単 

純
な
る
こ.

と.

に
よ
っ
て
、
其.

の
；
法

則

；
の

明

瞭

に

.

し
て
且
っ
方
法
論
的
な

.

る
演
繹
に..

よ
0,.
て
、.

人
知
の
最
高
貴
な
る
創
造
物
の
一
た
る
の 

觀
が
あ
っ
たS

の
#

畠
の
：栽
礎
を
動
：搖

.

せ
し
め
た
。
彼
れ
は
宗
敎
に
於
げ
る
と
等
し
く
狩
學
に
於
い
て
も
亦
、
危
險
な
る
炎
圖
と
し 

て
芷
統̂

固
守(

o
r

t
h

o
d

o
x

ie
)

を
攻.

擊
し
た
。
同
時
に
彼
れ
は
彼
れ
が
論
き
に
政
見
を
同
じ
ぅ
せ
る
友
人
等
か
ら
分
離
し
た

o

彼
れ
は 

'

彼
れ
等
が
勸
獎
せ
る
改
新

.

の
危
險
を
指
摘
し
た
。
彼
れ
は
彼
れ
等
が

.

久
し
く
惡
弊
と
し
，て
攻
擊
し

.

來
っ.

た
冬
數
の
制
度
が
有
利
な
る
-結 

祺
を
有
し
て
：居
っ
た
こ
：

.

と.

を
示
し
た
。
：彼
れ
は
經
濟
學
を
：

「

爲
す
に_

ょ
1
而
し
て
過
ぐ
る
に
委
せ
よ

」
■

と̂

ふ

最

も

單

純

，
に

し

.
て 

二
見
最
も
自
甶
な
る
の
觀
あ
る
想
日
に
歸
：す
％

こ
と
な
く
し
て

.

、.

マ
得
な
ら
ず
、
富
の
へ
進
步
を
調
盤
す
る
が
爲
め
に
社
曾
的
勢
カ
の
干 

:

渉

を

霧

し

た

？
而
し
て
彼
れ
が
共
の
著
の
初
版
上
梓
の
後
七
筒
年
に
し
て
其
の
洱
版
を
出
版
せ
ん
と
ザ
る
時
マ
諸
事
實
が
彼
れ
の
爲 

■

め
に
戰.

っ.

て
勝
利
を
贏
ち
得
た
る
の
觀
が

.

あ
る
ど
做
：し
：た
。

.

.

是
れ
等
0
も

'

の
：ば
、.

彼
れ
(0

'

爲
し
得
た
よ
り.

も̂

か
- €.

能
く
、
鉍
 

己
を
分
離
せ
し
め
た.

賢
人
等
は
虛
僞.

の
繁
榮̂

追
求
し
，0\,
あ
っ
た
こ
と
、
彼
れ
等.

の
.理
論
は* '

の
實
施
せ
6 :

れ
..

た
總
べ.

.て
の
場
所
に

於
い
て
可
成
り
に
能
く
伽
質
的̂
を
滑
加
ず
-̂
に
賢
し
た
^-
^-
ぁ
る
が
^

肺

も

备

れ

等

ひ

も

ひ

は

各

齊

人

の

^-
め

に

傲

へ
ら

れ

た

家

樂 

の
量
を
減
じ
た
こ
と
、
是
れ
等
の
も
の
は
富
め
る
者
を
し
て
更
ら
に
富
ま
し
む
る
に
徙
立
つ
た
が
、
そ
は

又
貧
し
き
者
を
し
て更
ら
に 

貧
困
に
、
更
ら
に從
屬
的
に
、
而
し
て
更
ら
に
窮
乏
な
ら
し
め
たこ
と
を
立
證
し
た
。
全
然
期
待
せ
ら
れ
あ
が
つ
た
恐
慌
は
商
業
界
に 

相
次
い
で
起
つ
た
。
產
業
と
富
裕
の
進
步
は
斯
く
の
如
き
富
裕
を
造
り
出
し
た
職
工
を
未

§ -

有
の
苦
雛
か
ら
救
ふ
こと
が
な
か
.

o

た
。

は
公
衆
の
期
待
に
も
、
亦
、
哲
學
者
等
の
豫'言
.に
も1

致
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
。
而
し
て
經
濟
學
の
學
徒
が
彼
れ
等
の
師
匠
の 

敎
訓
に
對
し
て
與
へ
た
默
信
に
も
枸
ら
ず
、
彼
れ
等
は
彼
れ
等
が
確
立
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
た
準
則
か
ら
®
し
く
廣
く
分
岐
せ
る
是 

れ
等
の
現
象
に
對
す
る.新
た
な
る
說
明
を
他
所
に
求
む̂
の
巳
む
な
き
に
至
つ
た
。
シ
ス
モ
ン
デ
ィは
是
れ
等
の
諸
說
明
中
に
布
つて
、 

彼
れ
が
豫
て
與
へ
た
所
の
も
の
は
全
然
結
果
と

1

致
せ
る
こ
と
を
明
か
な
ら
し
め
た
と
信
じ
た

O

而
し
て
彼
れ
は
其
の
著
の
寰
れ
行
き 

が
吏
ら
に
速
か
と
爲
づ
た
こ
と
、
、
新
版
の
卜
：梓
を
促
し
た
需
要
と
は
恐
ら
く
斯
く

.の
㈣
き
一
致
に
歸
せ
ら
れ
得
る
も
のと
做
し
た
。 

(Avertissement sur cette s
e
c
l
e

ょditicn, 

p. 

i:iii

•
彼
れ
は

1
千
八
瓦
ニ
十
七
1
の
本
書
苒
版
に
先
立
ち
、
此
の
序
文
を
其
の 

前
年
九
月
、
R
e
v
u
e
w
n
c
y
c
l
o
p
6
d
i

>§
e
'
^
Ĥ?
*r
*b
^
Y
>

『

新
原
理』

の
苒
版
は
ブ&

ネ
ー
書
店
か
ら
.一

千
八
：百
二
十
七
年
に
出
版
せ
ら
れ
て
ゐ
る0
初
版
に
對
し
て
加
へ
ら
れ
た
批
評
は
彼
れ 

の
上
に
何
等
の
效
课
な
く
し
て
終
る
も
の
で
は
な.か
つ
た
o
'彼
れ
は
此
の
書
に
對
し
て
殆
ん
ど
完
膚
な
き
改IT
を
加
へ
た
®
:彼
れ
は
其 

の
_
者
の
.注
意
を
英
國
の
上
に
集
む
る
に
由
つ
て
、
暖
昧
の
裡
に
殘
さ
る
可
か
り
し
も
の
を
明
か
に
し
や
ぅ
と
努
め
た
こ
と
が
極
め
て 

多
か
つ
た
と
自
ら
記
し
て■ゐ
る
o (ibid.,:p. xvioo 

:

(

附
記)

吾
人
は
本
解
題
を
草
す
る
に
當
り
、

『

新
原
理』

の
苒
版
雾
己
の
敗
■
本
中
：に
看
出
す
こ
と
能
は
ず
し
て
、
之
れ
を
永
田 

淸

敎

渡

如

ら

：
借

有

し

た

;0
隊

ん

^

同

敎

授

，に

靈

思

?:
v

表

す

る

o
,
愛

^

^
,

■

經_

解
箱
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力

達

镇

爾
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